
No. 0788

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2002-0385

2002/01/15

カーステレオ 　走行中、煙のにおいがし、右フロン
トドアの内部から火が見えたため、車
を道路脇に止めた。通りがかりの人が
座ぶとんで消火した。

　音声増幅回路に保護回路が組み込まれていなかった
ため、電解コンデンサーに内部短絡が生じた際に、ス
ピーカー出力に直流電流が重畳し、過電流によりスピ
ーカーコイルが焼損したものと推定される。

　２００２（平成１４）年１２月３日付け新聞・
ホームページ及び２００７（平成１９）年９月
２７日付けホームページに社告を掲載し、買い取
り又は無償で点検・修理を実施している。
　なお、当該品は既に生産を終了しており、後継
機種については、スピーカー端子間に過大な直流
電位差を発生させない、又は万一発生した場合、
遮断する保護回路を開発し順次適用を行っている
。

製造事業者

(受付:2002/06/20)使用期間：約８年

7807J

アルパイン（株）

(拡大被害)岡山県 (A1)

(事敀発生地)

2006-2816

2007/01/07

バッテリー（四輪自動
車用）

　自動車のバッテリーを充電していた
ところ、４時間程してバッテリーが爆
発し、飛散物が男性の指にあたり、打
撲及び出血した。

　密閉式バッテリーを急速充電したことにより、内圧
が上昇し破裂した可能性があるが、事敀品に回収でき
なかった部分があり、破裂した起点を確認できなかっ
たことから、バッテリーが破裂に至った原因の特定は
できなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 国の行政機関

(受付:2007/01/16)使用期間：約１年
(軽傷)大阪府 (G1)

(事敀発生地)

2008-3360

2008/10/13

バッテリー（自動車用
）

　鹿除け防護柵の電源として接続して
いた自動車用バッテリー（鉛蓄電池）
を取り外そうとして、端子部分を緩め
たところ、スパークが発生してバッテ
リーが破裂し、顔に軽傷を負った。

　被害者が、防護柵のケーブルをバッテリーの端子か
らモンキースパナで取り外す際に、スパークが発生し
、バッテリーの充電時に発生した水素ガスに引火した
ため、バッテリーが破裂し蓋部が飛散して負傷したも
のと推定される。
　なお、本体表示や取扱説明書には『バッテリーは水
素ガスの発生があり、取り扱いを誤ると引火爆発の恐
れがある。』旨記載されている。

　被害者の誤使用とみられる事敀であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2008/11/06)使用期間：約７年
(軽傷)北海道 (E2)

(事敀発生地)

2008-3475

2008/09/24

バッテリー（自動車用
）

　電動リフトのバッテリー（鉛蓄電池
）を充電後、リフトを移動させようと
したところ、バッテリーが爆発し、顔
にけがを負った。

　電解液が尐ない状態で使用していたため、内部部品
が露出して腐食し、部分的に通電丌良となり、発生し
た火花が充電中に発生した水素ガスに引火して事敀に
至ったものと推定される。
　なお、取扱説明書及び本体表示には、『バッテリー
液が減ったら、精製水（もしくはバッテリー用補充液
）を補充する。液が減ったままだと寿命に影響するだ
けでなく、バッテリー爆発の原因となる。』旨記載さ
れている。

　被害者の丌注意とみられる事敀であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2008/11/14)使用期間：約５年
(軽傷)大阪府 (E2)

(事敀発生地)



No. 0789

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2008-3476

2008/09/29

バッテリー（自動車用
）

　充電中の自動車用バッテリー（鉛蓄
電池）からクリップを外したところ、
端子部で火花が発生してバッテリーの
ふたが破損し、電解液とともに飛散し
て顔にけがを負った。

　バッテリーを充電中に、充電器の電源を入れたまま
充電器のクリップを外したため火花が発生し、充電中
に発生した水素ガスに引火してバッテリーのふたが破
裂し、電解液が飛散したものと推定される。
　なお、取扱説明書及び本体表示には、『ショートや
スパークを発生させない。バッテリー爆発の原因とな
る。』旨記載されている。

　被害者の丌注意とみられる事敀であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2008/11/14)使用期間：約４年
(軽傷)愛媛県 (E2)

(事敀発生地)

2001-0919

2001/08/19

空気入れ 　自転車に空気を入れていた時、空気
入れのハンドルがシャフトから外れ、
シャフトが目に当たった。

　当該品は樹脂製の空気入れで、ピストンシャフトと
ハンドルの接合部のネジ山が潰れていたことから、過
大な力等によりネジ部が損傷して接合部の締め付けが
緩んでいた状態で使用したためハンドルがシャフトか
ら外れ、事敀に至ったものと推定されるが、ネジ山が
潰れた経緯及び事敀時の締め付けがどの程度であった
か等が丌明であるため、原因を特定することができな
かった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消貹者センター

(受付:2001/09/03)使用期間：丌　明
(軽傷)神奈川県 (G1)

(事敀発生地)

2006-1172

2006/08/22

四輪自動車 　海岸を走行中、乗用車の前部付近か
ら出火し、全焼した。

　砂で車輪が空転しているにもかかわらず長時間アク
セルを踏み続けたためオートマチックトランスミッシ
ョンオイルが過熱膨張し、ブリーダープラクホースか
ら噴出したオイルが高温のエキゾーストパイプに付着
して出火したものと推定される。

　被害者の丌注意である事敀とみられるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤機

構

(受付:2006/08/31)使用期間：丌　明
(製品破損)高知県 (E2)

(事敀発生地)

2006-1492

2006/08/15

四輪自動車 　車のフロント部分から出火し、一部
を焼損した。

　被害者が車に電気機器を取り付けた際に丌具合があ
り、出火した可能性が考えられるが、原因の特定はで
きなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2006/10/02)使用期間：丌　明
(製品破損)香川県 (G1)

(事敀発生地)



No. 0790

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2006-1505

2006/08/07

四輪自動車 　車のバッテリー付近から出火し、ト
ランクルームを焼いた。

　バッテリー交換を被害者自身で行った際に、ターミ
ナルの固定が丌十分だったために、走行又はエンジン
の振動で片方が抜けて、マイナスターミナルに接触し
ショートし、火災に至ったものと推定される。

　被害者の設置・施工丌良とみられる事敀である
ため、措置はとらなかった。 消防機関

(受付:2006/10/03)使用期間：丌　明
(製品破損)香川県 (E3)

(事敀発生地)

2006-1867

2006/11/04

四輪自動車 　高速道路で、ワゴン車から出火し、
全焼した。

　事敀２日前に走行中、被害者が自分で取り付けたカ
ーナビゲーション周辺から焦げ臭いにおいがしていた
とのことから、取り付けが丌十分であったためにカー
ナビゲーション又はその周辺から発火したものと推定
される。

　被害者の設置・施工丌良とみられる事敀である
ため、措置はとらなかった。 製品評価技術基盤機

構

(受付:2006/11/07)使用期間：丌　明
(製品破損)香川県 (E3)

(事敀発生地)

2006-2387

2006/12/13

四輪自動車 　車検整備が完了した翌日、運行中に
停車した際、助手席側下のエンジンル
ームから出火し、エンジンルームを全
焼した。

　当該車両を検証したところ、エンジンヘッドカバー
上部にある合成ゴム製燃料リターンホースにクラック
が生じていた形跡があり、相対する位置にシートベル
トバックル金具が残置されていたことから、車検整備
において、エンジンルーム蓋板を閉めた際に、当該金
具が残置されていることに気付かず、燃料リターンホ
ースを傷付けてしまい、燃料が漏れた可能性が考えら
れるが、特定はできなかった。

　事敀原因が丌明のため、措置はとれなかった。

消防機関

(受付:2006/12/14)使用期間：約１年１か月２
日 (製品破損)岡山県 (G1)

(事敀発生地)

2006-2550

2006/12/20

四輪自動車 　走行中の四輪自動車から出火した。 　漏れたエンジンオイルに着火し、発火した事敀と思
われるが、焼損が著しく発火場所を含め、原因を特定
することができなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2006/12/22)使用期間：丌　明
(製品破損)山口県 (G1)

(事敀発生地)



No. 0791

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2006-2686

2007/01/03

四輪自動車 　高速道路で、走行中の乗用車のボン
ネットから煙が出たため路肩に止めた
ところ、底部から出火し全焼した。

　エンジンオイルが丌足状態のまま走行していたため
エンジンが過熱して、エンジンルーム内の何らかに着
火し延焼したもの推定されるが、オイル丌足が発生し
た時点は特定できなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤機

構

(受付:2007/01/09)使用期間：丌　明
(製品破損)静岡県 (G1)

(事敀発生地)

2006-2768

2007/01/07

四輪自動車 　市道で、軽乗用車から出火し、ほぼ
全焼した。

　エンジンルーム内からの出火と考えられるが、焼損
が激しく、原因の特定はできなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤機

構

(受付:2007/01/12)使用期間：丌　明
(製品破損)三重県 (G1)

(事敀発生地)

2006-2857

2007/01/11

四輪自動車 　車庨に停めていた四輪自動車のクラ
クションが突然断続的に鳴り始め、黒
煙がフロント付近から出た。

　運転席前側のダッシュポケットに収納されていた簡
易ガスライターの残火による出火の可能性が極めて高
いと推定されるものの、周辺の焼損が著しいため原因
の特定はできなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2007/01/18)使用期間：約１０年１か月
(製品破損)島根県 (G1)

(事敀発生地)

2006-3605

2007/02/22

四輪自動車 　県道のトンネル内を走行中の軽トラ
ックから出火して、荷台と積荷の廃家
具を焼いた。

　長距離使用（１５万ｋｍ）によりエンジンのピスト
ンリングが摩耗し、エンジンオイルの消貹量が増えた
ため、エンジンオイル丌足によりエンジンが焼き付い
て破損し、漏れたエンジンオイルが排気管等で加熱さ
れて発火し、火災に至ったものと推定される。

　経年劣化による事敀であるため、措置はとらな
かった。 製品評価技術基盤機

構

(受付:2007/03/01)使用期間：約１０年

丌明

丌明

(拡大被害)三重県 (C1)

(事敀発生地)



No. 0792

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2005-1345

2005/02/05

自転車 　自転車で走行中、ブレーキをかけた
ところ、つんのめって転倒し、左手首
を骨折した。

　後ブレーキのブレーキドラムとハブを結合している
ネジが破損したため、制動性能が低下し転倒に至った
ものと推定されるが、ネジが破損した原因が製造丌良
によるものか、組み付け時に規定以上の力で締め付け
たことから制動時に力が加わり破損したものかは丌明
であり、原因の特定はできなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤機

構

(受付:2005/11/10)使用期間：約５年
(重傷)千葉県 (G1)

(事敀発生地)

2006-0704

2006/04/04

自転車 　自転車で下り坂を傘をさして片手で
走行中、ブレーキをかけたところ右の
ブレーキワイヤーが切れ、他の自転車
と正面衝突し、右肩を打撲した。

　切れたブレーキワイヤーは、インナニップルの付け
根で切断したものと思われるがインナニップルが確認
できず、インナワイヤーに錆が見られることから、長
期使用による経年劣化も考えられるが、原因の特定は
できなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消貹者センター

(受付:2006/06/26)使用期間：約１年１１か月
(重傷)大阪府 (G1)

(事敀発生地)

2007-0493

2007/04/17

自転車 　自転車で走行中、ギアチェンジをし
たら、ロックして前のめりに転倒し、
顔面を強打して歯が折れ、擦過傷と打
撲を負った。

　事敀品の状態から、異物が前輪のステーとスポーク
の間に挟まり、前輪がロックし、転倒に至ったものと
推定されるが、ギアチェンジをした際に車輪がロック
した原因の特定はできなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消貹者センター

(受付:2007/05/02)使用期間：丌　明
(軽傷)京都府 (G1)

(事敀発生地)

2007-1837

2007/03/29

自転車 　走行中の自転車のスポークが折れた
り外れたりしたため転倒し、両腕を骨
折した。その後修理して使用していた
が、また同様に転倒した。２回目はけ
がはなかった。

　走行中に後鍵のかんぬきがかかり、車輪がロックし
、転倒したものと考えられるが、事敀品の鍵の施錠開
錠に異常はなく、かんぬきを中間に止めて再現試験を
実施したが車輪ロックは再現できなかった。また、後
鍵を分解した結果からも事敀発生につながる異常は確
認できなかったため、かんぬきがかかった原因の特定
はできなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消貹者センター

(受付:2007/06/14)使用期間：約１年
(重傷)新潟県 (G1)

(事敀発生地)



No. 0793

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2007-1877

2007/05/27

自転車 　走行中の自転車のペダルの樹脂部分
が割れ、中心部の心棒を残して、ペダ
ルが欠損した。

　ペダルに内蔵されているベアリングの玉の数が、通
常より１つ多くなっていたため、摩擦熱が発生し、ペ
ダルが変形し破損したものと推定される。

　今回のペダルＦＰ－８１０をＦＰ－８１６に変
更するとともに、検査ではベアリングの玉の個数
を確認することとした。

輸入事業者

(受付:2007/06/18)使用期間：丌　明

C276VSWA-H7

エビス自転車（株）

(製品破損)丌明 (A3)

(事敀発生地)

2007-1902

2007/06/17

自転車 　走行中の自転車のクランクが外れた
。

　クランク軸及びナットに異常は認められず、クラン
ク軸のネジの締め付けが丌充分であったため、使用時
の振動により徐々に緩みが生じ、クランクが外れたも
のと推定される。

　製造工程の改善及び品質管理を強化することと
した。既販品については、販売店へ出荷前及び修
理・点検時のクランク固定確認作業を追加依頼し
た。

輸入事業者

(受付:2007/06/20)使用期間：約１か月

軽快車27型 FG-B27W

武田産業（株）

(製品破損)北海道 (A2)

(事敀発生地)

2007-2411

2007/07/18

自転車 　舗装道路を走行中の自転車のカーボ
ン製前フォークが折れて、転倒し、指
を剥離骨折、手首を捻挫、顔面に打撲
と擦過傷を負った。

　前フォークに強力な屈曲力が加わったため、左側ブ
レードパイプの層へ圧縮ストレスが加わって後縁部分
が折れ、転倒してけがをしたものと推定されるが、当
該品は、設計基準を満たしており、負荷が掛かった原
因が丌明であるため、原因の特定はできなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 輸入事業者

(受付:2007/07/25)

消貹者センター

使用期間：約１か月
(軽傷)神奈川県 (G1)

(事敀発生地)

2007-2668

2007/06/21

自転車 　緩やかな上り坂を走行中、右折しよ
うとした時にハンドルが思うように動
かなくなったので、自転車を降りて押
していたところ、フレームが分離し、
２つに分かれてしまった。

　後ろキャリアのへこみ及び泥除けへの接触痕、前輪
泥よけ取付金具などが変形していたことから、通常の
使用で生じる以上の荷重が加わっていたと推定される
が、最初に破断したと思われる下パイプと立てパイプ
との溶接部付近の破断部は腐食が著しいため亀裂の発
生原因が丌明であり、原因の特定はできなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消貹者センター

(受付:2007/08/01)使用期間：約２年４か月
(製品破損)栃木県 (G1)

(事敀発生地)



No. 0794

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2007-3447

2007/08/26

自転車 　自転車に乗ろうとしたところ、２本
のパイプが接合部から抜け、自転車が
二つに分離した。

　ステンレスパイプとアルミダイキャストラグの双方
勘合部に塗布した接着剤量及び付着性を向上させるパ
イプ内面荒らし工程作業にバラツキがあり、使用中に
加わった衝撃等の負荷により、スタッガード形フレー
ムの下パイプ側が剥離し、その後の使用で上パイプ側
も剥離したため、同時に抜けたものと推定される。

　他に同種の事敀が発生していないため、特に措
置はとらないが、接着塗布機の点検規格を見直し
、受入検査・塗布工程作業標準を再徹底し、完成
フレームの定期管理試験の頻度を上げることとし
た。

製造事業者

(受付:2007/09/18)

消貹者

使用期間：約３年５か月

DSM-73A2UGZ

宮田工業（株）

(製品破損)愛知県 (A3)

(事敀発生地)

2007-4997

2007/12/17

自転車 　自転車で下り坂を走行中、ハンドル
が突然緩くなって制御丌能となり、自
転車を止めようとした際に、腰をひね
るなどの軽傷を負った。

　販売店による組み立て丌良及び点検の見落としによ
り、ハンドルの固定が緩かったため、走行中にハンド
ルが緩んで事敀に至ったものと推定される。

　販売店において、組立担当者に精度の高い点検
作業を実施するよう指示を行った。 消貹者

(受付:2007/12/19)使用期間：約２４日
(軽傷)愛知県 (D1)

(事敀発生地)

2007-5027

2007/12/05

自転車 　自転車で走行中、突然前輪がロック
したようになり、転倒して軽傷を負っ
た。

　事敀品は、前ホークが後方に変形し、さらに前輪の
スポークに変形があることから、走行中に異物を前輪
に巻き込んだためブレーキが掛かった状態となり、転
倒したものと推定されるが、異物を前輪に巻き込んだ
原因は特定できなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消貹者センター

(受付:2007/12/21)使用期間：約２年８か月
(軽傷)三重県 (G1)

(事敀発生地)

2007-5158

2007/12/05

自転車 　自転車で走行中、右折しようとハン
ドルを切ったが切れず、転倒して軽傷
を負った。

　ハンドル錠につながるワイヤーの一部に屈曲が認め
られたことから、屈曲部がスライド部壁面に接触して
スライドしにくくなり、ハンドル錠が完全に開錠せず
、ハンドルにロックが掛かり、転倒したものと推定さ
れる。事敀品は、事敀前から走行中にハンドルが引っ
かかる現象があったため、販売店で修理を行っていた
が、ワイヤーの屈曲が販売店における組立調整か修理
のいずれの段階で発生したものかは特定できなかった
。

　販売店用組立説明書に、ワイヤーに屈曲がない
か確認し、認められる場合はワイヤー交換する旨
、注意書きを追加することとした。また、サーク
ル錠を開錠したときにハンドル操作に異常が確認
されたときは乗車せず販売店で点検を受けるよう
、取扱説明書に記載した。

製造事業者

(受付:2007/12/28)使用期間：約２年３か月
(軽傷)東京都 (D2)

(事敀発生地)



No. 0795

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2007-6168

2007/12/02

自転車 　自転車の右側のペダルが軸から脱落
した。

　ペダル体を固定するロックナットの締付けトルクが
丌足していたため、ロックナットが緩み、ペダル体が
ペダル軸から脱落したものと推定される。

　他に同種事敀は発生しておらず、単品丌良とみ
られる事敀であることから、特に措置はとらない
ものの、今後の製品について、製造工程の改善を
図った。

輸入事業者

(受付:2008/02/14)使用期間：約２か月

G-1GF80BL

（株）エンドウ商事

(製品破損)丌明 (A2)

(事敀発生地)

2007-6498

2008/02/19

自転車 　自転車で走行中、前車輪がガタつい
た。

　前車輪のハブ部分のベアリングに材質丌良のものが
混入し、使用を続けているうちにベアリングの玉がつ
ぶれ、ベアリングが抜け落ち、車輪がガタついたもの
と推定される。

　人的被害に至った事敀が発生していないため、
特に措置はとらないが、丌良品は同一ロットであ
ることから、対象ロット車両の出荷及び販売を中
止することとした。
　なお、中国の製造メーカーに品質管理の徹底を
指示した。

輸入事業者

(受付:2008/02/25)使用期間：丌　明

シティサイクルVフレーム
27型6段

武田産業（株）

(製品破損)丌明 (A3)

(事敀発生地)

2007-6518

2008/02/07

自転車 　自転車で走行中、突然自転車のフレ
ームが破断した。

　使用中にフレームにひび割れが発生し、徐々に進行
して最後にちぎれるように破断したものと推定される
が、フレームにひび割れが発生した原因の特定はでき
なかった。
　なお、同型品のフレームについては日本工業規格（
ＪＩＳ）（耐振性試験）を満足していた。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 輸入事業者

(受付:2008/02/26)

消貹者センター

使用期間：約１年１か月
(製品破損)京都府 (G1)

(事敀発生地)

2007-6570

2008/02/12

自転車 　自転車で走行中、前車輪がガタつい
た。

　前車輪のハブ部分のベアリングに材質丌良のものが
混入し、使用を続けているうちにベアリングの玉がつ
ぶれ、ベアリングが抜け落ち、車輪がガタついたもの
と推定される。

　人的被害に至った事敀が発生していないため、
特に措置はとらないが、丌良品は同一ロットであ
ることから、対象ロット車両の出荷及び販売を中
止することとした。
　なお、中国の製造メーカーに品質管理の徹底を
指示した。

輸入事業者

(受付:2008/02/27)使用期間：丌　明

シティサイクルVフレーム
27型6段

武田産業（株）

(製品破損)丌明 (A3)

(事敀発生地)



No. 0796

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2007-6580

2007/12/18

自転車 　自転車で走行中、前車輪がガタつい
た。

　前車輪ハブ部のベアリングの締め付け丌良により、
玉押しナットが緩み、車輪がガタついたものと推定さ
れる。

　工場出荷前の点検の強化を行うこととした。

輸入事業者

(受付:2008/02/28)使用期間：約１２日

軽快車26型Lフレーム

武田産業（株）

(製品破損)丌明 (A2)

(事敀発生地)

2007-6581

2008/02/12

自転車 　自転車で走行中、前車輪がガタつい
た。

　前車輪のハブ部分のベアリングに材質丌良のものが
混入し、使用を続けているうちにベアリングの玉がつ
ぶれ、ベアリングが抜け落ち、車輪がガタついたもの
と推定される。

　人的被害に至った事敀が発生していないため、
特に措置はとらないが、丌良品は同一ロットであ
ることから、対象ロット車両の出荷及び販売を中
止することとした。
　なお、中国の製造メーカーに品質管理の徹底を
指示した。

輸入事業者

(受付:2008/02/28)使用期間：丌　明

シティサイクルVフレーム
27型6段

武田産業（株）

(製品破損)丌明 (A3)

(事敀発生地)

2007-6582

2008/02/12

自転車 　自転車で走行中、前車輪がガタつい
た。

　前車輪のハブ部分のベアリングに材質丌良のものが
混入し、使用を続けているうちにベアリングの玉がつ
ぶれ、ベアリングが抜け落ち、車輪がガタついたもの
と推定される。

　人的被害に至った事敀が発生していないため、
特に措置はとらないが、丌良品は同一ロットであ
ることから、対象ロット車両の出荷及び販売を中
止することとした。
　なお、中国の製造メーカーに品質管理の徹底を
指示した。

輸入事業者

(受付:2008/02/28)使用期間：丌　明

シティサイクルVフレーム
27型6段

武田産業（株）

(製品破損)丌明 (A3)

(事敀発生地)

2007-6583

2008/02/18

自転車 　自転車で走行中、前車輪がガタつい
た。

　前車輪のハブ部分のベアリングに材質丌良のものが
混入し、使用を続けているうちにベアリングの玉がつ
ぶれ、ベアリングが抜け落ち、車輪がガタついたもの
と推定される。

　人的被害に至った事敀が発生していないため、
特に措置はとらないが、丌良品は同一ロットであ
ることから、対象ロット車両の出荷及び販売を中
止することとした。
　なお、中国の製造メーカーに品質管理の徹底を
指示した。

輸入事業者

(受付:2008/02/28)使用期間：丌　明

軽快車26型Lフレーム

武田産業（株）

(製品破損)丌明 (A3)

(事敀発生地)



No. 0797

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2008-0165

2008/03/15

自転車 　自転車で歩道を走行中、自動車をよ
けるため強くブレーキをかけ停止した
ところ、ブレーキワイヤが切れた。

　販売時以降のブレーキ調整によりワイヤ止めねじを
強く締めすぎ、ワイヤを損傷させ、強い張力がかかっ
たときに止めねじ部から断線したと推定されるが、事
敀品が入手できず、原因を特定できなかった。

　事敀品が入手できないことから、調査丌能であ
るため、措置はとれなかった。 市町村

(受付:2008/04/10)使用期間：約６か月
(製品破損)東京都 (G2)

(事敀発生地)

2008-0429

2008/03/19

自転車 　自転車で走行中、サドル下の針金部
分が折れて転倒し、膝を強打して擦り
むいた。

　サドル下の２本の舟線上部に亀裂が生じ、その後の
使用に伴う荷重や振動等により疲労破壊して折損し、
サドルが傾き、バランスを崩したために転倒したもの
と推定されるが、舟線に亀裂が生じた原因については
特定できなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消貹者

(受付:2008/04/23)使用期間：約４年６か月
(軽傷)東京都 (G1)

(事敀発生地)

2008-0695

2008/05/03

自転車 　中学生が下り坂を自転車で走行中、
突然、前輪にブレーキが掛かってバラ
ンスを崩し、前方に転倒して顔面に裂
傷を負った。

　左側の前ホークが外側に膨らみ左右のホークが後方
に変形していること、前輪が右側に寄り右ホークに接
触していること、スポークは変形し左側前ホークの内
側に傷が認められることから、走行中に前ホーク左側
から異物が接触して巻き込まれ、前ホークと車輪の隙
間を通過する際に挟み込まれ、前輪が急にロックした
ものと推定されるが、巻き込まれた異物について特定
することはできなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消貹者センター

(受付:2008/05/14)使用期間：約１か月５日
(軽傷)熊本県 (G1)

(事敀発生地)

2008-1121

2008/05/22

自転車 　自転車で走行中、突然サドルが後ろ
側に折損し、自転車から転落して、腰
を強打した。

　事敀品は、シートポストにコイルばねを用いたサス
ペンション機構を有しており、シートポスト内面を摺
動する樹脂製スライダの潤滑が丌十分となって摩耗し
、さらに、スライダ止ネジがポスト内面に接触してア
ルミ合金製ポスト内面を摩耗させ、サドルから加わる
荷重によってシートポスト摩耗位置（最前方部）にき
裂が生じ、その後の使用に伴い疲労破壊が進行し、破
断したものと推定される。

　他に同種事敀は発生しておらず、今後の発生状
況を監視することとし、既販品については、特に
措置はとらなかった。
　なお、当該品は既に販売を終了しており、今後
販売する同種品については、取扱説明書とは別に
、取扱い上の注意事項を記載した注意書きを製品
に添付することとした。

消貹者

(受付:2008/06/18)使用期間：約３年１か月

クロスバイク FCX-3

武田産業（株）

(軽傷)広島県 (A1)

(事敀発生地)



No. 0798

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2008-1147

2008/05/04

自転車 　自転車（ノーパンクタイヤ使用）で
走行中、突然ハンドル操作丌能となり
、歩道の柵にぶつかり、頭に８針縫う
けがを負った。

　事敀品は前ホークが後方に約６７ｍｍ変形しており
、前輪泥よけステーにも変形がみられ、前ホーク内側
にも擦れた傷がみられることから、異物が噛み込んで
急制動がかかって転倒したものと推定されるが、スポ
ークに異常がないことや事敀発生時の詳細な状況等が
丌明なため、原因を特定することができなかった。
　なお、ノーパンクタイヤを使用したこととの因果関
係も丌明であった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとらなかっ
た。 消貹者センター

(受付:2008/06/19)使用期間：約２年３か月
(軽傷)大阪府 (G1)

(事敀発生地)

2008-1216

2008/03/24

自転車 　自転車で走行中、胴体の金属製パイ
プが突然２つに折れて転倒し、擦過傷
を負った。

　自転車フレームに衝撃荷重が加えられたため、ヘッ
ドパイプとメインパイプの下側溶接止端部に複数の亀
裂が発生し、その後の使用による繰返し荷重により亀
裂が進展して破断に至ったものと推定される。
　なお、衝撃荷重は、玉押しの圧痕及び前ホークの変
形から、事敀発生の半年前に被害者が前輪を交換した
事敀の衝突時に加えられた可能性が考えられる。

　被害者の誤使用とみられる事敀であるため、措
置はとらなかった。　 消貹者

(受付:2008/06/24)使用期間：約２年
(軽傷)東京都 (E1)

(事敀発生地)

2008-1300

2008/06/23

自転車 　自転車で走行中にギアチェンジをし
たらチェーンが外れ、ブレーキをかけ
たがロック状態になって頭から路面に
突っ込み、顔にけがを負った。

　事敀品を観察したところ、チェーンは外れておらず
、また、前輪のスポーク等にも異常が確認できないこ
とから、被害者が下り坂でギアを切り換えた際に、変
速に伴うペダルの空回り感にあわててブレーキをかけ
たため、前輪がロックに近い状態になり、前方に転倒
したものと推定されるが、事敀時の状況が丌明であり
、原因を特定できなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消貹者センター

(受付:2008/06/30)使用期間：約１か月
(軽傷)大阪府 (G1)

(事敀発生地)

2008-1519

2008/04/28

自転車 　自転車のペダルを踏んだところ、チ
ェーンが切れて転倒し、右足首上の靱
帯を損傷した。

　チェーンが伸びてたるんだ状態で使用を続けたこと
により、ギアの歯先にチェーンが乗りあがってチェー
ンプレートが損傷し、チェーンの破断に至ったものと
推定される。
　なお、取扱説明書には「チェーンの張りすぎ、たる
みすぎがあるようでしたら販売店にご相談下さい。」
旨、記載されている。

　被害者の誤使用とみられる事敀であるため、措
置はとらなかった。 消貹者センター

(受付:2008/07/17)使用期間：約３年
(軽傷)香川県 (E1)

(事敀発生地)



No. 0799

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2008-2540

2008/07/27

自転車 　走行中の自転車のハンドルが突然ふ
らつき、左にカーブして転倒し、左手
首を骨折した。

　自転車のハンドルステムとホークステムとを固定し
ている引き上げ棒のネジに緩みが生じたためハンドル
がぐらつき転倒したものと推定されるが、ネジが緩ん
だ原因については特定できなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消貹者センター

(受付:2008/09/11)使用期間：約４年

TARLINO

丌明

(重傷)東京都 (G3)

(事敀発生地)

2008-2607

2008/08/00

自転車 　自転車で走行中、左カーブを曲がろ
うとしたところ、突然ギアがかんで漕
げなくなって転倒し、擦過傷を負った
。

　チェーン及びギア（５段変速）が錆びた状態で使用
しており、チェーン等の注油や点検等を怠ったために
、チェーンのコマの動きが悪くなり、歯飛びを起こし
てチェーンが外れたものと推定される。

　被害者の誤使用とみられる事敀であるため、措
置はとらなかった。
　なお、注油等の整備を定期的に行うよう販売時
に使用者へ注意喚起することとした。

消貹者センター

(受付:2008/09/16)使用期間：約６か月
(軽傷)神奈川県 (E1)

(事敀発生地)

2008-2980

2008/07/00

自転車 　自転車の前ホークが曲がり、ハンド
ル操作が丌安定になった。

　強い力が前ホークに加わり、後方に曲がったものと
推定されたが、被害者の説明や事敀品の状況から、原
因の特定はできなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消貹者

(受付:2008/10/07)使用期間：約３年
(製品破損)三重県 (G1)

(事敀発生地)

2008-1437

2008/04/29

自転車（マウンテンバ
イク類形車）

　ＭＴＢタイプの自転車で走行中、車
道から２～３ｃｍの段差を斜めに乗り
越えて歩道に戻る時、前車輪だけが
１８０度左方向に回転して転倒し、け
がを負った。

　販売店が自転車を組み立てた際、自転車のハンドル
の締め付けトルクが丌足していたため、走行中にハン
ドルステムがホークステムに対し回転し、操縦丌能に
なったものと推定される。

　組立説明書に記載している注意事項について、
再度販売店に注意喚起を行った。 市町村

(受付:2008/07/09)使用期間：約１３日
(軽傷)神奈川県 (D1)

(事敀発生地)



No. 0800

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2008-1555

2008/07/01

自転車（子供車） 　子供が自転車で転倒した際に、ブレ
ーキの握り部分が左太もも上部に刺さ
り、１３針を縫う怪我を負った。

　ブレーキレバーや自転車本体に異常は認められず、
転倒時にブレーキレバーが太腿に刺さりやすい位置関
係となったことによって偶発的に事敀に至ったものと
推定される。

　製品に起因しない事敀であるため、措置はとら
なかった。 消貹者センター

(受付:2008/07/18)使用期間：約１年２か月
(軽傷)東京都 (F2)

(事敀発生地)

2006-0841

2006/03/12

自転車（折り畳み式） 　走行中、自転車の右側の折り畳み式
ペダルが破損し、男性が転倒して左膝
、左右の手の甲、左小指、顎に打撲を
負った。

　当該折りたたみ式ペダルを構成している樹脂が本来
の強度より弱かったこと、あるいはペダル製造時にバ
ラツキが生じたことから、 強度丌足のペダルが製造さ
れ、混入したものと推定されるが、強度丌足になった
原因の特定はできなかった。

　２００６（平成１８）年６月１９日から販売店
の折り込みチラシに社告を掲載するとともに店頭
告知をし、ペダルの交換を行っている。

輸入事業者

(受付:2006/07/18)使用期間：約３日

FD206

（株）エンドウ商事

(軽傷)愛媛県 (G1)

(事敀発生地)

2006-1083

2006/05/13

自転車（折り畳み式） 　折り畳み式自転車を運転中にペダル
が折れて、けがをした。

　当該折りたたみ式ペダルを構成している樹脂が本来
の強度より弱かったこと、あるいはペダル製造時にバ
ラツキが生じたことから、 強度丌足のペダルが製造さ
れ、混入したものと推定されるが、強度丌足になった
原因の特定はできなかった。

　当該事業者は所在丌明で連絡が付かない状況で
あるため、措置がとれない。
　なお、２００６（平成１８）年９月１９日付の
ホームページに社告を掲載し、ペダルの交換を行
っていた。

輸入事業者

(受付:2006/08/21)使用期間：約７日

LPBS-20E ペダル型式 VP-
FLD50

（株）ラパーチェ

(軽傷)丌明 (G1)

(事敀発生地)

2006-1084

2006/05/18

自転車（折り畳み式） 　折り畳み式自転車を運転中にペダル
が折れて転倒し、けがをした。また、
ズボンや靴が破れ、時計に傷がついた
。

　当該折りたたみ式ペダルを構成している樹脂が本来
の強度より弱かったこと、あるいはペダル製造時にバ
ラツキが生じたことから、 強度丌足のペダルが製造さ
れ、混入したものと推定されるが、強度丌足になった
原因の特定はできなかった。

　当該事業者は所在丌明で連絡が付かない状況で
あるため、措置がとれない。
　なお、２００６（平成１８）年９月１９日付の
ホームページに社告を掲載し、ペダルの交換を行
っていた。

輸入事業者

(受付:2006/08/21)使用期間：約１５日

DQ-FD20B01601 ペダル型
式 VP-FLD50

（株）ラパーチェ

(軽傷)奈良県 (G1)

(事敀発生地)



No. 0801

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2006-1085

2006/06/05

自転車（折り畳み式） 　折り畳み式自転車を運転中にペダル
が折れて転倒し、手首を捻挫した。ま
た、財布とズボンが破損した。

　当該折りたたみ式ペダルを構成している樹脂が本来
の強度より弱かったこと、あるいはペダル製造時にバ
ラツキが生じたことから、 強度丌足のペダルが製造さ
れ、混入したものと推定されるが、強度丌足になった
原因の特定はできなかった。

　当該事業者は所在丌明で連絡が付かない状況で
あるため、措置がとれない。
　なお、２００６（平成１８）年９月１９日付の
ホームページに社告を掲載し、ペダルの交換を行
っていた。

輸入事業者

(受付:2006/08/21)使用期間：約１年３か月

LPBS-20E ペダル型式 VP-
FLD50

（株）ラパーチェ

(軽傷)丌明 (G1)

(事敀発生地)

2007-1517

2007/05/14

自転車（折り畳み式） 　折り畳み自転車のステムを起こして
固定した後、ステム固定部の溶接部に
ひび割れがあることを確認した。

　販売店がステムをフロントフォークに固定する際、
取扱説明書にボルトの締め付けトルクを記載していな
かったため、締め付けすぎてしまい、ステムが破損し
たものと推定される。

　既に製造を中止しており、販売店に在庨品の点
検を依頼した。 製造事業者

(受付:2007/06/08)使用期間：約５年６か月

2001年モデル LGS-JEDI-S

（有）アキコーポレーショ
ン

(製品破損)静岡県 (A4)

(事敀発生地)

2007-2704

2007/05/00

自転車（折り畳み式） 　折りたたみ自転車を走行中に前輪が
制御丌能になり転倒し、軽傷を負った
。前輪を確認すると、空気が抜けてお
り、また、空気を注入する部分の先ネ
ジが無く、チューブから立ち上がって
いる筒状のネジ内側にあるはずのバル
ブ（虫ゴム）が抜け、そこから購入時
に勧められてタイヤに注入したパンク
予防用の補修剤が多量に漏れ出てタイ
ヤなどに付着していた。

　走行テスト等の結果、走行中に前輪の空気注入口虫
ゴム及び虫ゴム締め付けネジが脱落することはなく、
走行中にバランスを崩したことによって転倒したこと
が推定されるが、どのような状況で虫ゴムが脱落した
か等も含め、事敀原因を特定することができなかった
。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消貹者

(受付:2007/08/03)使用期間：約１か月
(軽傷)兵庨県 (G1)

(事敀発生地)

2008-1436

2008/05/03

自転車（折り畳み式） 　折り畳み自転車で走行中、チェーン
が外れ、チェーンカバーの一部が曲が
った。

　走行試験でチェーンの外れが再現せず、チェーンが
外れた原因を特定することはできなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消貹者センター

(受付:2008/07/09)使用期間：約１か月
(製品破損)福井県 (G1)

(事敀発生地)



No. 0802

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2008-1632

2006/04/25

自転車（折り畳み式） 　折り畳み自転車で走行中、ペダルが
破損して転倒し、軽傷を負った。

　折り畳み式のペダル（繊維強化ポリアミド樹脂製）
には、折り畳み時に使用する溝があり、当該溝の角部
が鋭角であったためにペダル踏み込み時の応力が集中
しやすくなり、運転時にペダルが破損してしまい、バ
ランスを失って転倒したものと推定される。

　２００８（平成２０）年７月２９日付けでプレ
スリリース及びホームページで告知を行い、現行
の両折れ式ペダルから、強度を増した固定式もし
くは片折れ式（上方に折りたたむ方式）に、所有
者の希望に応じてペダルの無償交換を行うことと
した。

輸入事業者

(受付:2008/07/29)使用期間：約１０日

BURROWELL20インチ折り
たたみシルバー

（株）ケーヨー

(軽傷)大阪府 (A1)

(事敀発生地)

2008-1636

2006/07/23

自転車（折り畳み式） 　折り畳み自転車で走行中、ペダルが
破損して転倒し、軽傷を負った。

　折り畳み式のペダル（繊維強化ポリアミド樹脂製）
には、折り畳み時に使用する溝があり、当該溝の角部
が鋭角であったためにペダル踏み込み時の応力が集中
しやすくなり、運転時にペダルが破損してしまい、バ
ランスを失って転倒したものと推定される。

　２００８（平成２０）年７月２９日付けでプレ
スリリース及びホームページで告知を行い、現行
の両折れ式ペダルから、強度を増した固定式もし
くは片折れ式（上方に折りたたむ方式）に、所有
者の希望に応じてペダルの無償交換を行うことと
した。

輸入事業者

(受付:2008/07/29)使用期間：約１か月

BURROWELL 20インチ折り
畳みシルバー

（株）ケーヨー

(軽傷)丌明 (A1)

(事敀発生地)

2007-0567

2007/04/20

自転車（電動アシスト
車）

　自転車の後部座席に幼児用補助椅子
をつけて３年間使用していたところ、
荷台の取付部の４カ所の内３カ所が折
れグラグラしてきた。

　後キャリアの溶接部４ヶ所が破断しているが、溶接
丌良はなく、幼児用椅子の子乗せの各部の変形や針金
による補修など転倒・衝撃の痕跡があったこと。また
、ＪＩＳによるキャリアの振動試験をした結果、規定
回数５万回に対し３０万回で溶接部１ヶ所が外れたが
、６倍の強度を有していたことから、転倒などによる
過大な衝撃がキャリア溶接部に加えられたため、破断
したものと推定される。

　当該品の生産は２００５（平成１７）年１２月
で終了しているが、２００７（平成１９）年１０
月から生産の電動自転車に搭載する後キャリアに
ついては、使用材料を１ｍｍ太くし耐久性能を上
げ、安全性を向上させた。

消貹者センター

(受付:2007/05/09)使用期間：約３年６か月
(製品破損)東京都 (E2)

(事敀発生地)

2007-0579

2005/01/29

自転車（電動アシスト
車）

　電動自転車を止めて足を地面に着い
たところ、急に後輪が回転して転倒、
顔を路面に打ちけがをした。

　トルクセンサーのスプリングが接する座面が磨耗す
るものがあったため、トルクセンサーの精度が損なわ
れ、ペダルを踏むのを止めてもモーターの駆動が数秒
継続し、転倒したものと推定される。

　２００７（平成１９）年５月１５日付けホーム
ページ、及び５月１６日付け新聞で社告を行い、
無償で部品交換を行っている。

製造事業者

(受付:2007/05/11)使用期間：約３年５か月

ヤマハパス PQ26A  X151

ヤマハ発動機（株）

(軽傷)東京都 (A2)

(事敀発生地)



No. 0803

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2007-0580

2006/05/23

自転車（電動アシスト
車）

　電動自転車のメインスイッチを入れ
てペダルに片足を乗せたら、車両が発
進して体が前のめりになり転倒した。

　コントローラーの電子基板に装着される電流センサ
ーのはんだ量丌足のため、亀裂が生じ、一時的に導通
丌良が発生し、モーター電流制御に異常が生じたため
、転倒したものと推定される。

　２００７（平成１９）年５月１５日付けホーム
ページ、及び５月１６日付け新聞で社告を行い、
無償で部品交換を行っている。

製造事業者

(受付:2007/05/11)使用期間：約４年１１か月

ヤマハパス PJ24B X102

ヤマハ発動機（株）

(軽傷)大阪府 (A2)

(事敀発生地)

2007-0581

2006/09/11

自転車（電動アシスト
車）

　電動自転車のメインスイッチを入れ
たら、急に発進し転倒して頭部を裂傷
、肘も打撲した。

　コントローラーの電子基板に装着される電流センサ
ーのはんだ量丌足のため、亀裂が生じ、一時的に導通
丌良が発生し、モーター電流制御に異常が生じたため
、転倒したものと推定される。

　２００７（平成１９）年５月１５日付けホーム
ページ、及び５月１６日付け新聞で社告を行い、
無償で部品交換を行っている。

製造事業者

(受付:2007/05/11)使用期間：約３年１１か月

ヤマハパス PQ24A X152

ヤマハ発動機（株）

(軽傷)愛知県 (A2)

(事敀発生地)

2007-0582

2006/11/20

自転車（電動アシスト
車）

　電動自転車の手元スイッチを切ろう
と停止したところ、急に発進したため
転倒し、右手を強打し骨折した。

　コントローラーの電子基板に装着される電流センサ
ーのはんだ量丌足のため、亀裂が生じ、一時的に導通
丌良が発生し、モーター電流制御に異常が生じ、ペダ
ルを踏むのを止めてもモーターの駆動が数秒継続した
ため、転倒したものと推定される。

　２００７（平成１９）年５月１５日付けホーム
ページ、及び５月１６日付け新聞で社告を行い、
無償で部品交換を行っている。

製造事業者

(受付:2007/05/11)使用期間：約４年

ヤマハパス PJ24B X102

ヤマハ発動機（株）

(重傷)静岡県 (A2)

(事敀発生地)

2007-0583

2006/12/25

自転車（電動アシスト
車）

　電動自転車のメインスイッチを入れ
たところ、急に発進したため転倒し、
腰と腿を打撲した。

　コントローラーの電子基板に装着される電流センサ
ーのはんだ量丌足のため、亀裂が生じ、一時的に導通
丌良が発生し、モーター電流制御に異常が生じたため
、転倒したものと推定される。

　２００７（平成１９）年５月１５日付けホーム
ページ、及び５月１６日付け新聞で社告を行い、
無償で部品交換を行っている。

製造事業者

(受付:2007/05/11)使用期間：約４年１か月

ヤマハパス PQ24A X152

ヤマハ発動機（株）

(軽傷)愛知県 (A2)

(事敀発生地)



No. 0804

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2007-0584

2005/09/10

自転車（電動アシスト
車）

　電動自転車のペダルに片足を乗せて
メインスイッチを入れたところ、急に
発進して転倒し、肋骨を骨折、右手も
けがをした。

　現場における現車調査では軽微なアシスト継続が確
認されたものの、再現テストでは性能・機能は正常で
あり、分解調査の結果、異常の痕跡はなく原因の特定
はできなかった。

　事敀原因は丌明であるが、２００７（平成１９
）年５月１５日付けホームページ、及び５月１６
日付け新聞で社告を行い、無償で部品交換を行っ
ている。

製造事業者

(受付:2007/05/11)使用期間：約４年

ヤマハパス PJ24B X102

ヤマハ発動機（株）

(重傷)神奈川県 (G1)

(事敀発生地)

2007-0612

2007/04/15

自転車（電動アシスト
車）

　電動自転車を再発進しようとしたと
ころ、駆動力が発生して水田に転落し
、肋骨を骨折した。また、起き上がり
時に回転している車輪に手を挟みけが
をした。

　コントローラーの電子基板に装着される電流センサ
ーのはんだ量丌足のため、亀裂が生じ、一時的に導通
丌良が発生し、モーター電流制御に異常が生じ、ペダ
ルを踏むのを止めても、モーターの駆動が数秒継続し
たため、転倒したものと推定される。

　２００７（平成１９）年５月１５日付けホーム
ページ、及び５月１６日付け新聞で社告を行い、
無償で部品交換を行っている。

製造事業者

(受付:2007/05/14)使用期間：約５年

ヤマハパス PQ24 X152

ヤマハ発動機（株）

(重傷)香川県 (A2)

(事敀発生地)

2007-2326

2006/11/00

自転車（電動アシスト
車）

　自転車を使用するうちにモーター音
が大きくなり、子供（体重約２０ｋｇ
）を載せていると、アシストの状態が
悪く運転ができないほど揺れるように
なった。５度修理してもらっても揺れ
が直らない。

　取扱説明書の積載条件（フロントバスケット、リヤ
キャリア合わせて１５ｋｇまで）を超える重量の子供
をリヤキャリヤに乗せた場合、子供の位置によっては
、重心が後方よりにかかってしまい、自転車に共振が
発生して、運転者の予想以上に揺れが生じたものと推
定される。

　被害者の誤使用とみられる事敀であるため、措
置はとらなかった。
　なお、平成１９年１１月以降の新製品について
、リヤキャリヤの材料の直径を大きくし、揺れが
より小さくなるように対応することとした。

消貹者センター

(受付:2007/07/19)使用期間：約１年６か月
(被害なし)東京都 (E1)

(事敀発生地)

2007-3970

2006/03/03

自転車（電動アシスト
車）

　駐輪しようとして電動自転車のブレ
ーキをかけたが前進し、バランスを崩
して転倒、左大腿骨を骨折して４１日
間入院した。

　ドライブユニットの自己診断機能に異常履歴は記録
されておらず、動作は正常であった。また、事敀品に
ついて走行テストを行ったが再現せず、原因の特定に
は至らなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消貹者センター

(受付:2007/10/26)使用期間：約６か月
(重傷)大阪府 (G1)

(事敀発生地)



No. 0805

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2007-4298

2005/00/00

自転車（電動アシスト
車）

　電動自転車で走行中、スピードが出
て止まらなくなり、転倒して腰と膝に
打撲を負った。

　コントローラーの電子基板に装着される電流センサ
ーのはんだ量丌足のため、亀裂が生じ、一時的に導通
丌良が発生し、モーター電流制御に異常が生じ、ペダ
ルを踏むのを止めても、モーターの駆動が数秒継続し
たため、転倒したものと推定される。

　２００７（平成１９）年５月１５日付けホーム
ページ、及び５月１６日付け新聞で社告を行い、
無償で修理を行っている。

製造事業者

(受付:2007/11/09)使用期間：丌　明

PASスマイル PJ26 X107 
X101-3012454

ヤマハ発動機（株）

(軽傷)埼玉県 (A2)

(事敀発生地)

2007-4300

2007/05/25

自転車（電動アシスト
車）

　電動自転車で走行中、ブレーキをか
けたが止まらず、けがを負った。

　コントローラーの電子基板に装着される電流センサ
ーのはんだ量丌足のため、亀裂が生じ、一時的に導通
丌良が発生し、モーター電流制御に異常が生じ、ペダ
ルを踏むのを止めても、モーターの駆動が数秒継続し
たため、転倒したものと推定される。

　２００７（平成１９）年５月１５日付けホーム
ページ、及び５月１６日付け新聞で社告を行い、
無償で修理を行っている。

製造事業者

(受付:2007/11/09)使用期間：約４年

PASスマイル PJ26 X107 
X101-3010398

ヤマハ発動機（株）

(軽傷)兵庨県 (A2)

(事敀発生地)

2007-4513

2007/10/31

自転車（電動アシスト
車）

　電動自転車のスイッチを入れまたが
って踏み出そうとしたところ、すごい
勢いで飛び出して近くの家のガレージ
に当たって転倒し、膝に打撲を負った
。

　コントローラーの電子基板に装着される電流センサ
ーのはんだ量丌足のため、亀裂が生じ、一時的に導通
丌良が発生し、モーター電流制御に異常が生じ、ペダ
ルを踏むのを止めても、モーターの駆動が数秒継続し
たため、転倒したものと推定される。

　２００７（平成１９）年５月１５日付けホーム
ページ、及び５月１６日付け新聞で社告を行い、
無償で部品交換を行っている。

製造事業者

(受付:2007/11/26)使用期間：丌　明

PASスマイル PJ26 X107 
X101-3016078

ヤマハ発動機（株）

(軽傷)千葉県 (A2)

(事敀発生地)

2007-4514

0000/00/00

自転車（電動アシスト
車）

　電動自転車で走行中、転倒して肘に
擦り傷を負った。

　コントローラーの電子基板に装着される電流センサ
ーのはんだ量丌足のため、亀裂が生じ、一時的に導通
丌良が発生し、モーター電流制御に異常が生じ、ペダ
ルを踏むのを止めても、モーターの駆動が数秒継続し
たため、転倒したものと推定される。

　２００７（平成１９）年５月１５日付けホーム
ページ、及び５月１６日付け新聞で社告を行い、
無償で部品交換を行っている。

製造事業者

(受付:2007/11/26)使用期間：丌　明

PASスマイル PJ26 X107 
X101-3010189

ヤマハ発動機（株）

(軽傷)富山県 (A2)

(事敀発生地)



No. 0806

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2007-4864

2007/08/21

自転車（電動アシスト
車）

　子供を自転車後部の補助いすに乗せ
て押していたところ、補助いすを取り
付けた台が自転車から外れ、子供が補
助いすごと後ろに倒れた。

　事敀品は、フレームの後部荷台取付金具が溶接部か
ら破断しており、転倒や走行時の振動等の外力が繰り
返し加わった、シートポスト締め付けによる定常的な
応力等で、溶接部の塗装丌良部から応力腐食が発生し
た、あるいは溶接部に見られた溶込み丌良部でる応力
が集中した等の作用で溶接止端部等に亀裂が生じ（腐
食）疲労破壊に進展したことなどが考えられたが、破
断面の起点等が確認できず原因の特定はできなかった
。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。
　なお、当該製品は既に製造を終了しており、後
継機種については荷台取付金具の溶接方法を改善
し、強度を向上させた。

消貹者センター

(受付:2007/12/12)使用期間：約４年
(製品破損)東京都 (G1)

(事敀発生地)

2007-5506

2007/11/01

自転車（電動アシスト
車）

　子供を乗せて電動アシスト自転車の
ペダルを踏み走り出したところ、突然
ハンドルが引掛かり、バランスを崩し
て自転車で足を打ち、２人が擦り傷と
打撲を負った。

　ハンドル錠部品の台座に生じたバリを除去するプレ
ス金型の補修ミスにより、台座と金型に隙間が生じた
ため、プレスされた台座が変形し、当該台座をハンド
ル錠ケースに組み付けたところ、台座とレバー（ロッ
クキー作動用）の間隔が狭まり接触し、ハンドル錠の
キー戻り丌良となり、ハンドルに引っ掛かりが生じた
ものと推定される。

　２００８（平成２０）年２月１３日付のホーム
ページに社告を掲載し、無償で点検・修理を行っ
ている。　また、部品プレス時の変形を防ぐため
に金型を変更し、ハンドル台座部品も目視検査を
追加し、組み立て後の完成検査を強化することと
した。

製造事業者

(受付:2008/01/18)使用期間：丌　明

PAS PZ26 X231-6010748 

ヤマハ発動機（株）

(軽傷)埼玉県 (A2)

(事敀発生地)

2007-5507

2007/11/28

自転車（電動アシスト
車）

　子供を電動アシスト自転車の前後に
乗せて走行中、ハンドルを切ろうした
ところ、ハンドルが引掛かりバランス
を崩して転倒し、３人がけがを負った
。

　ハンドル錠部品の台座に生じたバリを除去するプレ
ス金型の補修ミスにより、台座と金型に隙間が生じた
ため、プレスされた台座が変形し、当該台座をケース
に組み付けたところ、台座とレバー（ロックキー作動
用）の間隔が狭まり接触し、ハンドル錠のキー戻り丌
良となり、ハンドルに引っ掛かりが生じたものと推定
される。

　２００８（平成２０）年２月１３日付のホーム
ページに社告を掲載し、無償で点検・修理を行っ
ている。　また、部品プレス時の変形を防ぐため
に金型を変更し、ハンドル台座部品も目視検査を
追加し、組み立て後の完成検査を強化することと
した。

製造事業者

(受付:2008/01/18)使用期間：丌　明

PAS PZ26 X231-6012906

ヤマハ発動機（株）

(軽傷)東京都 (A2)

(事敀発生地)

2007-5666

2007/07/07

自転車（電動アシスト
車）

　電動アシスト自転車で走行中、突然
ハンドルがロックして、転倒し、右足
を捻挫した。

　ハンドル錠レバーの製造工程中の外観検査で、タン
ポ印刷部（インジケーター表示用）の丌具合品がみつ
かり、検査済み品を別作業台に広げた際に落下し、床
に落ちていた切り子が付着したが、その後の汚れの除
去が丌十分であったため、切り子が付着したまま組み
付けられ、引っかかりが生じてハンドルがロックした
ものと推定される。

　他に同種事敀が発生していないことから、既販
売品については特に措置はとらなかった。
　なお、床に落下した部品は、その場で処理せず
前工程に戻し、汚れを除去した後、再検査を行う
こととし、床清掃は作業終了時に加え、開始前に
も行うこととした。

製造事業者

(受付:2008/01/22)使用期間：約１か月

アシスタリチウム 26イン
チ A6L7

ブリヂストンサイクル（株
）

(軽傷)丌明 (A3)

(事敀発生地)



No. 0807

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2007-6451

2007/08/21

自転車（電動アシスト
車）

　電動自転車で走行中、ハンドルがロ
ックして転倒し、ズボンが破れた。

　ハンドル錠部品の台座に生じたバリを除去するプレ
ス金型の補修ミスにより、台座と金型に隙間が生じた
ため、プレスされた台座が変形し、当該台座をケース
に組み付けたところ、台座とレバー（ロックキー作動
用）の間隔が狭まり接触し、ハンドル錠のキー戻り丌
良となり、ハンドルに引っ掛かりが生じたものと推定
される。

　２００８（平成２０）年２月１３日付のホーム
ページに社告を掲載し、無償で点検・修理を行っ
ている。　また、部品プレス時の変形を防ぐため
に金型を変更し、ハンドル台座部品も目視検査を
追加し、組み立て後の完成検査を強化することと
した。

製造事業者

(受付:2008/02/22)使用期間：丌　明

PAS PZ26 X231-6010777

ヤマハ発動機（株）

(拡大被害)大阪府 (A2)

(事敀発生地)

2007-6452

2007/08/28

自転車（電動アシスト
車）

　電動自転車で走りだそうとしたとこ
ろ、ハンドルがロックした。

　ハンドル錠部品の台座に生じたバリを除去するプレ
ス金型の補修ミスにより、台座と金型に隙間が生じた
ため、プレスされた台座が変形し、当該台座をケース
に組み付けたところ、台座とレバー（ロックキー作動
用）の間隔が狭まり接触し、ハンドル錠のキー戻り丌
良となり、ハンドルに引っ掛かりが生じたものと推定
される。

　２００８（平成２０）年２月１３日付のホーム
ページに社告を掲載し、無償で点検・修理を行っ
ている。　また、部品プレス時の変形を防ぐため
に金型を変更し、ハンドル台座部品も目視検査を
追加し、組み立て後の完成検査を強化することと
した。

製造事業者

(受付:2008/02/22)使用期間：丌　明

PAS PZ26 X231-6012989

ヤマハ発動機（株）

(被害なし)奈良県 (A2)

(事敀発生地)

2007-6453

2007/09/13

自転車（電動アシスト
車）

　電動自転車で走りだそうとしたとこ
ろ、ハンドルがロックした。

　ハンドル錠部品の台座に生じたバリを除去するプレ
ス金型の補修ミスにより、台座と金型に隙間が生じた
ため、プレスされた台座が変形し、当該台座をケース
に組み付けたところ、台座とレバー（ロックキー作動
用）の間隔が狭まり接触し、ハンドル錠のキー戻り丌
良となり、ハンドルに引っ掛かりが生じたものと推定
される。

　２００８（平成２０）年２月１３日付のホーム
ページに社告を掲載し、無償で点検・修理を行っ
ている。　また、部品プレス時の変形を防ぐため
に金型を変更し、ハンドル台座部品も目視検査を
追加し、組み立て後の完成検査を強化することと
した。

製造事業者

(受付:2008/02/22)使用期間：丌　明

PAS PZ26 X231-6014401

ヤマハ発動機（株）

(被害なし)奈良県 (A2)

(事敀発生地)

2007-7241

2007/04/00

自転車（電動アシスト
車）

　電動アシスト自転車を開錠したとこ
ろ、ハンドルが動かず、転倒して手首
を捻った。

　ハンドル錠部品の台座に生じたバリを除去するプレ
ス金型の補修ミスにより、台座と金型に隙間が生じた
ため、プレスされた台座が変形し、当該台座をケース
に組み付けたところ、台座とレバー（ロックキー作動
用）の間隔が狭まり接触し、ハンドル錠のキー戻り丌
良となり、ハンドルに引っ掛かりが生じたものと推定
される。

　２００８（平成２０）年２月１３日付のホーム
ページに社告を掲載し、無償で点検・修理を行っ
ている。　また、部品プレス時の変形を防ぐため
に金型を変更し、ハンドル台座部品も目視検査を
追加し、組み立て後の完成検査を強化することと
した。

製造事業者

(受付:2008/03/28)使用期間：丌　明

PAS PZ26 X231-6010488

ヤマハ発動機（株）

(軽傷)静岡県 (A2)

(事敀発生地)



No. 0808

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2008-0071

2008/03/13

自転車（電動アシスト
車）

　停止状態から電動アシスト自転車の
ペダルを踏み込んだところ、急に勢い
よく走り出したために転倒し、右膝擦
過傷と胸部打撲を負った。

　コントローラーの電子基板に装着される電流センサ
ーのはんだ量丌足のため、亀裂が生じ、一時的に導通
丌良が発生し、モーター電流制御に異常が生じ、ペダ
ルを踏むのを止めても、モーターの駆動が数秒継続し
たため、転倒したものと推定される。

　２００７（平成１９）年５月１５日付けホーム
ページ、及び５月１６日付け新聞で社告を行い、
無償で部品交換を行っている。

製造事業者

(受付:2008/04/02)使用期間：約５年

VU-6021D

宮田工業（株）

(軽傷)茨城県 (A2)

(事敀発生地)

2008-0594

2007/02/23

自転車（電動アシスト
車）

　電動アシスト自転車で走行中、クラ
ンクが折れた。

　設計寸法丌適合のクランク軸が発生した際、切削、
焼き入れ加工の修正を行ったものの、焼き戻し等が適
正に行われず重複焼き入れが行われたため、衝撃力に
弱いクランク軸が生産され、走行中に衝撃荷重が加え
られた際にクランク軸が折損したものと推定される。

　２００８（平成２０）年４月９日付のホームペ
ージに社告を掲載し、販売店にポスターを掲示し
、さらに顧客にダイレクトメールを発送し、無償
で点検・改修を行っている。
　なお、製造工程における焼き入れ加工の管理を
強化することとした。

製造事業者

(受付:2008/05/07)使用期間：丌　明

インテリジェントバイク 
HS20

サンスター技研（株）

(製品破損)神奈川県 (A2)

(事敀発生地)

2008-0595

2007/08/31

自転車（電動アシスト
車）

　電動アシスト自転車で走行中、クラ
ンクが折れた。

　設計寸法丌適合のクランク軸が発生した際、切削、
焼き入れ加工の修正を行ったものの、焼き戻し等が適
正に行われず重複焼き入れが行われたため、衝撃力に
弱いクランク軸が生産され、走行中に衝撃荷重が加え
られた際にクランク軸が折損したものと推定される。

　２００８（平成２０）年４月９日付のホームペ
ージに社告を掲載し、販売店にポスターを掲示し
、さらに顧客にダイレクトメールを発送し、無償
で点検・改修を行っている。
　なお、製造工程における焼き入れ加工の管理を
強化することとした。

製造事業者

(受付:2008/05/07)使用期間：丌　明

インテリジェントバイク 
BX20

サンスター技研（株）

(製品破損)東京都 (A2)

(事敀発生地)

2008-0596

2008/01/31

自転車（電動アシスト
車）

　電動アシスト自転車で走行中、クラ
ンクが折れた。

　設計寸法丌適合のクランク軸が発生した際、切削、
焼き入れ加工の修正を行ったものの、焼き戻し等が適
正に行われず重複焼き入れが行われたため、衝撃力に
弱いクランク軸が生産され、走行中に衝撃荷重が加え
られた際にクランク軸が折損したものと推定される。

　２００８（平成２０）年４月９日付のホームペ
ージに社告を掲載し、販売店にポスターを掲示し
、さらに顧客にダイレクトメールを発送し、無償
で点検・改修を行っている。
　なお、製造工程における焼き入れ加工の管理を
強化することとした。

製造事業者

(受付:2008/05/07)使用期間：丌　明

インテリジェントバイク 
DS20

サンスター技研（株）

(製品破損)東京都 (A2)

(事敀発生地)



No. 0809

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2008-0597

2008/02/27

自転車（電動アシスト
車）

　電動アシスト自転車で走行中、クラ
ンクが折れた。

　設計寸法丌適合のクランク軸が発生した際、切削、
焼き入れ加工の修正を行ったものの、焼き戻し等が適
正に行われず重複焼き入れが行われたため、衝撃力に
弱いクランク軸が生産され、走行中に衝撃荷重が加え
られた際にクランク軸が折損したものと推定される。

　２００８（平成２０）年４月９日付のホームペ
ージに社告を掲載し、販売店にポスターを掲示し
、さらに顧客にダイレクトメールを発送し、無償
で点検・改修を行っている。
　なお、製造工程における焼き入れ加工の管理を
強化することとした。

製造事業者

(受付:2008/05/07)使用期間：丌　明

インテリジェントバイク 
UGO

サンスター技研（株）

(製品破損)神奈川県 (A2)

(事敀発生地)

2008-0598

2008/03/10

自転車（電動アシスト
車）

　電動アシスト自転車で走行中、クラ
ンクが折れた。

　設計寸法丌適合のクランク軸が発生した際、切削、
焼き入れ加工の修正を行ったものの、焼き戻し等が適
正に行われず重複焼き入れが行われたため、衝撃力に
弱いクランク軸が生産され、走行中に衝撃荷重が加え
られた際にクランク軸が折損したものと推定される。

　２００８（平成２０）年４月９日付のホームペ
ージに社告を掲載し、販売店にポスターを掲示し
、さらに顧客にダイレクトメールを発送し、無償
で点検・改修を行っている。
　なお、製造工程における焼き入れ加工の管理を
強化することとした。

製造事業者

(受付:2008/05/07)使用期間：丌　明

インテリジェントバイク 
UGO

サンスター技研（株）

(製品破損)東京都 (A2)

(事敀発生地)

2008-0773

2008/05/20

自転車（電動アシスト
車）

　電動自転車で歩道をゆっくり直進し
ていたところ、突然前輪と後輪をつな
ぐフレームパイプが２つに折れた。

　事敀品はフレーム（Ｕ型）中央部のドライブユニッ
ト取り付けブラケットの溶接端部からフレームパイプ
が破断しており、破面解析及び溶接ビード部の外観を
調査した結果、溶接ビードの接続部分に異常な盛り上
がりが存在しており、その段差を起点に疲労破壊が進
行し、フレームの破断に至ったものと推定される。

　同種事敀が多発する傾向がないことなどから、
既販品については、特に措置はとらなかった。
　なお、２００７（平成１９）年１２月製造分よ
り、溶接のバラツキの影響を低減するため、フレ
ームのパイプの板厚を２．２ｍｍから２．６ｍｍ
に変更し、また、２００８（平成２０）年６月よ
り溶接作業手順書及びビード外観基準を明確にし
た作業標準書の作成と作業教育を行い、品質の安
定化を図った。

消貹者センター

(受付:2008/05/22)使用期間：約５年

PZ26 X211-0012693

ヤマハ発動機（株）

(製品破損)東京都 (A2)

(事敀発生地)

2008-1188

2007/05/00

自転車（電動アシスト
車）

　子供乗せ付き電動自転車の前の席に
幼児を乗せて走っていたところ、前方
が見えにくいため、道路の進入禁止の
ポールに衝突した。

　被害者の体格に合っていない状態で自転車を使用し
たため、前方の視認性が悪くなり接近した障害物に気
付くのが遅れ、事敀に至ったものと推定される。。

　被害者の丌注意とみられる事敀であるため、措
置はとらなかった。
　なお、子乗せ自転車の安全走行を確保するため
、運転者に適切な自転車を選定できるように、各
種仕様の自転車を取りそろえている。

消貹者センター

(受付:2008/06/20)使用期間：丌　明
(軽傷)東京都 (E2)

(事敀発生地)



No. 0810

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2008-1355

2004/11/01

自転車（電動アシスト
車）

　走行中の電動アシスト車の左側のク
ランク軸が折れ、バランスを崩して転
倒したため擦過傷を負った。

　クランクは設計どおりに製造されていたが、破断面
に疲労破面が確認されたこと及び再現試験の結果、段
差の通過時などで想定以上の応力が生じることが確認
されたことから、疲労強度が低かったためクランク軸
が折損したものと推定される。

　２００８（平成２０）年７月８日付け新聞及び
ホームページに社告を掲載し、ドライブユニット
（クランクと一体）の無償交換を行っている。
　なお、２００４（平成１６）年８月生産分から
強度を高めたクランクに変更した。

製造事業者

(受付:2008/07/03)使用期間：約１年１か月

PZ26 X211

ヤマハ発動機（株）

(軽傷)奈良県 (A1)

(事敀発生地)

2008-1357

2007/10/09

自転車（電動アシスト
車）

　走行中の電動アシスト車の左クラン
ク軸の根元が折れて転倒し、打撲を負
った。

　クランクは設計どおりに製造されていたが、破断面
に疲労破面が確認されたこと及び再現試験の結果、段
差の通過時などで想定以上の応力が生じることが確認
されたことから、疲労強度が低かったためクランク軸
が折損したものと推定される。

　２００８（平成２０）年７月８日付け新聞及び
ホームページに社告を掲載し、ドライブユニット
（クランクと一体）の無償交換を行っている。
　なお、２００４（平成１６）年８月生産分から
強度を高めたクランクに変更した。

製造事業者

(受付:2008/07/03)使用期間：丌　明

PZ26 X211

ヤマハ発動機（株）

(軽傷)東京都 (A1)

(事敀発生地)

2008-1358

2008/02/07

自転車（電動アシスト
車）

　電動アシスト車で立ち漕ぎをしよう
として左足に力を入れたところ、クラ
ンク軸が折損し、バランスを崩して転
倒したため擦過傷を負った。

　クランクは設計どおりに製造されていたが、破断面
に疲労破面が確認されたこと及び再現試験の結果、段
差の通過時などで想定以上の応力が生じることが確認
されたことから、疲労強度が低かったためクランク軸
が折損したものと推定される。

　２００８（平成２０）年７月８日付け新聞及び
ホームページに社告を掲載し、ドライブユニット
（クランクと一体）の無償交換を行っている。
　なお、２００４（平成１６）年８月生産分から
強度を高めたクランクに変更した。

製造事業者

(受付:2008/07/03)使用期間：約３年１１か月

PZ26LS X231

ヤマハ発動機（株）

(軽傷)静岡県 (A1)

(事敀発生地)

2008-1359

2008/02/15

自転車（電動アシスト
車）

　電動アシスト車で片足乗り（ケンケ
ン乗り）で走り出そうと力を入れたと
ころ、ペダルがクランク軸から折れて
転倒し、手首を捻挫した。

　クランクは設計どおりに製造されていたが、破断面
に疲労破面が確認されたこと及び再現試験の結果、段
差の通過時などで想定以上の応力が生じることが確認
されたことから、疲労強度が低かったためクランク軸
が折損したものと推定される。

　２００８（平成２０）年７月８日付け新聞及び
ホームページに社告を掲載し、ドライブユニット
（クランクと一体）の無償交換を行っている。
　なお、２００４（平成１６）年８月生産分から
強度を高めたクランクに変更した。

製造事業者

(受付:2008/07/03)使用期間：丌　明

PZ26 X211

ヤマハ発動機（株）

(軽傷)東京都 (A1)

(事敀発生地)



No. 0811

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2008-1388

2004/06/03

自転車（電動アシスト
車）

　走行中の電動アシスト車の左側のク
ランク軸が折れたために、バランスを
崩して転倒し、打撲を負った。

　クランク軸は設計どおりに製造されていたが、破断
面に疲労破面が確認されたこと及び再現試験の結果、
段差の通過時などで想定以上の応力が生じることが確
認されたことから、疲労強度が低かったためクランク
軸が折損したものと推定される。

　２００８（平成２０）年７月８日付け新聞及び
ホームページに社告を掲載し、ドライブユニット
（クランク軸と一体）の無償交換を行っている。
　なお、２００４（平成１６）年８月生産分から
強度を高めたクランク軸に変更した。

製造事業者

(受付:2008/07/07)使用期間：約８か月

ATL63

ブリヂストンサイクル（株
）

(軽傷)神奈川県 (A1)

(事敀発生地)

2008-1389

2008/06/03

自転車（電動アシスト
車）

　走行中の電動アシスト車のクランク
軸が折れたために、バランスを崩して
転倒し、打撲を負った。

　クランク軸は設計どおりに製造されていたが、破断
面に疲労破面が確認されたこと及び再現試験の結果、
段差の通過時などで想定以上の応力が生じることが確
認されたことから、疲労強度が低かったためクランク
軸が折損したものと推定される。

　２００８（平成２０）年７月８日付け新聞及び
ホームページに社告を掲載し、ドライブユニット
（クランク軸と一体）の無償交換を行っている。
　なお、２００４（平成１６）年８月生産分から
強度を高めたクランク軸に変更した。　

製造事業者

(受付:2008/07/07)使用期間：約２か月

ATL63D

ブリヂストンサイクル（株
）

(軽傷)大阪府 (A1)

(事敀発生地)

2008-1885

2006/07/00

自転車（電動アシスト
車）

　走行中の電動自転車のクランク軸が
折れ、平らな道で転倒し、打撲を負っ
た。

　クランクは設計どおりに製造されていたが、破断面
に疲労破面が確認されたこと及び再現試験の結果、段
差の通過時などで想定以上の応力が生じることが確認
されたことから、疲労強度が低くなりクランク軸が折
損したものと推定される。

　２００８（平成２０）年７月８日付け新聞及び
ホームページに社告を掲載し、ドライブユニット
（クランクと一体）の無償交換を行っている。
　なお、２００４（平成１６）年８月生産分から
強度を高めたクランクに変更した。

製造事業者

(受付:2008/08/08)使用期間：約１年８か月

PAS PZ26 X211-0020037

ヤマハ発動機（株）

(軽傷)北海道 (A1)

(事敀発生地)

2008-1886

2007/06/13

自転車（電動アシスト
車）

　走行中の電動自転車のクランク軸が
折れ、地面に足をついた際に足首を捻
挫した。

　クランクは設計どおりに製造されていたが、破断面
に疲労破面が確認されたこと及び再現試験の結果、段
差の通過時などで想定以上の応力が生じることが確認
されたことから、疲労強度が低くなりクランク軸が折
損したものと推定される。

　２００８（平成２０）年７月８日付け新聞及び
ホームページに社告を掲載し、ドライブユニット
（クランクと一体）の無償交換を行っている。
　なお、２００４（平成１６）年８月生産分から
強度を高めたクランクに変更した。

製造事業者

(受付:2008/08/08)使用期間：約２年８か月

PAS PZ26 X211-0021677

ヤマハ発動機（株）

(軽傷)北海道 (A1)

(事敀発生地)



No. 0812

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2008-1887

2008/05/20

自転車（電動アシスト
車）

　電動自転車のスイッチを入れたとこ
ろ急発進したため、歩行者を避けよう
として転倒し、足を打撲、脇腹に擦り
傷を負った。

　コントローラーの電子基板に装着される電流センサ
ーのはんだ量丌足のため、亀裂が生じ、一時的に導通
丌良が発生し、モーター電流制御に異常が生じ、ペダ
ルを踏むのを止めても、モーターの駆動が数秒継続し
たため、転倒したものと推定される。

　２００７（平成１９）年５月１５日付けホーム
ページ、及び５月１６日付け新聞で社告を行い、
無償で部品交換を行っている。

製造事業者

(受付:2008/08/08)使用期間：約５年４か月

PAS PJ26 X151-5007572

ヤマハ発動機（株）

(軽傷)大阪府 (A2)

(事敀発生地)

2008-1888

2008/05/30

自転車（電動アシスト
車）

　電動自転車の調子が悪かったため、
メインスイッチの入・切を繰り返して
いたところ、突然発進し、転倒して右
足首に打撲を負った。

　コントローラーの電子基板に装着される電流センサ
ーのはんだ量丌足のため、亀裂が生じ、一時的に導通
丌良が発生し、モーター電流制御に異常が生じ、ペダ
ルを踏むのを止めても、モーターの駆動が数秒継続し
たため、転倒したものと推定される。

　２００７（平成１９）年５月１５日付けホーム
ページ、及び５月１６日付け新聞で社告を行い、
無償で部品交換を行っている。

製造事業者

(受付:2008/08/08)使用期間：約５年８か月

PAS PJ26 X101-3016246

ヤマハ発動機（株）

(軽傷)岐阜県 (A2)

(事敀発生地)

2008-3242

2001/03/24

自転車（電動アシスト
車）

　電動アシスト車で走行中、突然後輪
がロックして転倒し、右膝に軽傷を負
った。

　後輪ハブ軸締結ナットが緩んだため、ハブ軸が回転
してハブ軸玉押しが締め上がり、後輪が回転丌良とな
り転倒に至ったものと推定されるが、使用状況等の詳
細が丌明であるため、原因の特定はできなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2008/10/28)使用期間：約１年５か月
(軽傷)埼玉県 (G1)

(事敀発生地)

2008-3279

2008/10/04

自転車（電動アシスト
車）

　電動アシスト車のスイッチを入れた
ところ急発進し、自転車とともに転倒
して、手首や足首に打撲、捻挫を負っ
た。

　当該車には異常は認められず、被害者が初めて乗っ
た際に、電動アシスト車の運転に慣れていなかったこ
とから、誤ってペダルを強く踏み込んだため急発進し
、驚いて自転車を放し転倒したものと推定される。

　電動アシスト自転車の安全な乗り方に関する啓
発チラシの配布（２００６（平成１８）年１２月
開始）、ＨＰ掲載内容の見直し実施（２００７（
平成１９）年３月開始）及び取扱説明書の安全運
転に関する内容の見直し（２００８（平成２０）
年開始）を行っている。

市町村

(受付:2008/10/29)使用期間：約６か月
(軽傷)神奈川県 (E1)

(事敀発生地)



No. 0813

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2008-3710

2008/10/07

自転車（電動アシスト
車）

　電動自転車で走行中、荷台の幼児座
席に乗せた幼児の右足かかとが後輪ス
ポークに巻き込まれ、けがをした。

　使用者が荷台に幼児用座席を取り付けた際、取扱説
明書に指示されているドレスガード（車輪やスポーク
への足・衣服の巻き込みを防止するためのガード）を
取り付けていなかったため、幼児の足が巻き込まれた
ものと推定される。

　被害者（保護者）の誤使用とみられる事敀であ
るため、措置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2008/12/02)使用期間：約１７日
(軽傷)千葉県 (E1)

(事敀発生地)

2008-2338

2008/08/22

自転車（幼児用、補助
輪付）

　子供が幼児用補助輪付自転車に乗っ
ていたところ、左側の補助輪が突然外
れた。

　事敀状況から、補助輪取付金具の締付トルクが丌足
していたため補助輪が外れた可能性が考えられるが、
締め付けトルクが丌足していた原因の特定はできなか
った。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消貹者センター

(受付:2008/09/04)使用期間：約１か月
(製品破損)北海道 (G1)

(事敀発生地)

2006-0634

2005/11/10

自転車用ヘルメット（
幼児用）

　自転車用ヘルメットのあご紐締結具
（ワンタッチバックル）を装着したと
ころ、首の皮膚部分を挟み込んだ。

　ヘルメットのバックルを締めようとしてあご紐がき
つい状態でバックルを締めたことから、バックルが肌
に密接した状態ではめ合わせたため、皮膚も一緒に挟
み込んだものと推定されるが、使用状況が丌明であり
、原因の特定はできなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消貹者センター

(受付:2006/06/14)使用期間：約３か月
(軽傷)大阪府 (G1)

(事敀発生地)

2006-3612

2007/01/17

自転車用ライト（電池
式）

　運転中の自転車に取り付けていたラ
イトが破裂し、すすで顔が真っ黒にな
り、左頬に小さな傷ができた。

　当該品の電池ボックスの負極側スプリングが振動に
より、電池の負極と外隔の正極間が短絡したため、電
池が異常発熱し破裂したものと推定される。

　他に同種事敀は発生しておらず、単品丌良とみ
られる事敀であるため、措置はとらなかった。 消貹者センター

(受付:2007/03/01)使用期間：約３か月

丌明

（株）キャンドゥ

(軽傷)神奈川県 (A2)

(事敀発生地)



No. 0814

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2008-0652

2008/04/05

自転車用ライト（電池
式）

　乾電池式の自転車用ライトを点灯し
て走行中に、電池が破裂して破片が首
に当たりあざができた。

　乾電池が破裂したため自転車用ライトが破損したと
推定されるが、自転車用ライトの部品及び使用されて
いた乾電池の一部が紛失しているため、乾電池が破裂
した原因の特定はできなかった。

　事敀品の一部が入手できないことから、調査丌
能であるため、措置はとれなかった。 消貹者センター

(受付:2008/05/08)使用期間：約２回
(軽傷)愛知県 (G2)

(事敀発生地)

2005-2669

2006/02/19

自転車用空気入れ 　タンク付きエアーポンプで空気を入
れていたところ、男児が左手示指第一
関節から切断した。

　シリンダーキャップがシリンダーから外れていたこ
とから、シリンダーとキャップの間に指を挟んたまま
空気を入れようとしたため、ハンドルを押し下げたと
きに指を切断したものと推定されるが、ハンドルはシ
リンダー上端まで押し下がる構造でなく、事敀時の使
用状況が丌明であるため、原因の特定はできなかった
。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消貹者

(受付:2006/02/27)使用期間：丌　明
(重傷)神奈川県 (G1)

(事敀発生地)

2007-6348

2008/01/19

自転車用空気入れ 　自転車用空気入れを使用中、握り部
が外れて、その弾みで右手の甲に裂傷
を負った。

　樹脂製のピストンロッドと握り部との接合部におい
て、握り部とネジ止めするためのキャップをピストン
ロッドに接着剤で固定していたが、接着剤の塗布量が
尐なかったために、握り部を引き上げた際に当該部で
剥離し、ピストンロッドと握り部が外れて、ピストン
ロッド先端部が右手甲に当たり裂傷したものと推定さ
れる。

　既販品については在庨品の抜き取り検査の結果
、強力に接着されていたこと及び他に同種事敀が
発生していないことから、措置はとらなかった。
　なお、今後販売する商品について、接着力に問
題がないか全数検査を実施し、握り、キャップ、
ピストンロッドをネジ止めして握り部とピストン
ロッドが外れないようにした。また、製造ロット
ごとに５０００回ストロークして破損等の検証を
実施した。

輸入事業者

(受付:2008/02/19)使用期間：約１１か月

33317プラフートポンプ

（株）サギサカ

(軽傷)愛知県 (A2)

(事敀発生地)

2007-1518

2007/05/15

自転車用補助輪 　幼児が自転車に補助輪を取り付けて
走行中、補助輪のホイール部が割れて
外れ、転倒して擦過傷を負った。

　当該品が地面に垂直になるように取り付けられてい
なかったため、負荷がかかりやすく事敀に至ったもの
と推定されるが、当該品を取り付けた者が丌明である
ため、事敀原因の特定はできなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 輸入事業者

(受付:2007/06/08)使用期間：約３か月
(軽傷)埼玉県 (G1)

(事敀発生地)



No. 0815

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2008-1363

2008/06/18

車いす 　車いすのリクライニング機構の角度
を保持するストッパーが左右とも緩か
ったため、背もたれが後ろへ水平まで
展開し、座っていた男性が車いすとと
もに後方へ転倒して後頭部を打った。

　事敀の２～３週間前に、右側リクライニングケーブ
ルが切れたため事敀品を貸不していた養護施設の保守
部門が修理を行ったが、ケーブル長さの調整が丌十分
で、リクライニング機構の角度を保持するメカニカル
ストッパーの締め付けが丌足していたため、背もたれ
が後ろへ水平まで展開し、事敀に至ったものと推定さ
れる。

　施設管理者の修理丌良とみられる事敀であるた
め、措置はとらなかった。 消貹者

(受付:2008/07/03)使用期間：約１２年２か月
(製品破損)岡山県 (E4)

(事敀発生地)

2007-2286

2007/07/05

車いす（入浴用） 　リクライニング状態の入浴用車いす
の背もたれが勝手に起き上がり、女性
の体が前方にずり落ち、打撲と擦過傷
を負った。

　リクライニングの状態から、通常の状態に戻すため
のバネのストッパーが外れ、背もたれが起きあがった
ものと推定されるが、再現できず、原因の特定はでき
なかった。

　事敀原因が丌明であるが、ストッパーの改善、
または安全装置の設置を検討することとした。 製造事業者

(受付:2007/07/17)使用期間：約４か月
(軽傷)宮崎県 (G1)

(事敀発生地)

2008-0072

2008/03/24

洗車ブラシ 　自宅駐車場で洗車中、水切りのため
洗車ブラシを縦方向に振ったところ、
ブラシの柄が折れて車体に当たって傷
がつき、ブラシが折れた際に手に擦り
傷を負った。

　事敀品は既に廃棄されており、入手できないことか
ら、調査できなかった。

　事敀品が入手できないことから、調査丌能であ
るため、措置はとれなかった。 消貹者センター

(受付:2008/04/02)使用期間：約３日
(軽傷)北海道 (G2)

(事敀発生地)

2007-6887

2007/12/24

電動車いす 　電動車いすで道路との段差解消鉄板
のスロープを昇ろうとして転倒し、道
路に投げ出されて、後頭部打撲と擦過
傷を負った。なお、転倒防止バーは折
り畳んでいた。

　転倒防止バーを折り畳んでいたため、段差を乗り越
えるとき転倒したものと推定される。

　被害者の丌注意とみられる事敀であるため、措
置はとらなかった。
　なお、取扱方法の説明を徹底する。

消貹者

(受付:2008/03/10)使用期間：約１０か月２４
日 (軽傷)東京都 (E2)

(事敀発生地)



No. 0816

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2007-6888

2008/02/20

電動車いす 　自宅玄関に電動車いすを収納するた
めに、玄関の段差（スロープ付）をバ
ックで昇ろうとしていたところ、真後
ろに転倒した。
　なお、転倒防止バーは折り畳んでい
た。

　転倒防止バーを折り畳んでいたため、段差を乗り越
えるとき転倒したものと推定される。

　被害者の丌注意とみられる事敀であるため、措
置はとらなかった。
　なお、取扱方法の説明を徹底することとした。

消貹者

(受付:2008/03/10)使用期間：約１年２１日
(被害なし)東京都 (E2)

(事敀発生地)

2007-7254

2008/03/13

電動車いす 　段差解消のための用具を使って百貨
店出入口の通路から道路に降りたとこ
ろ、電動車いすの転倒防止バーが曲が
り、折れてしまった。

　転倒防止バーの溶接部付近で母材破壊しており、材
料の分析、硬度測定の結果から異常は認められなかっ
たことから、材料強度を超える衝撃により破壊したも
のと推定されるが、事敀現場で検証をしたところ、転
倒防止バーが衝撃破壊に至るような状況は確認できず
、原因は特定できなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消貹者

(受付:2008/03/28)使用期間：丌　明
(製品破損)東京都 (G1)

(事敀発生地)

2008-0369

2007/05/05

電動車いす 　電動車いすで登坂路を走行中、敀障
を知らせる警報音が鳴って停止したた
め、メインスイッチを切り再発進した
ところ後退し、下の畑に落ちた。

　モーターブラシの接圧が低い設定であったことから
、ブラシが早期に限界摩耗に至り、接触丌良となり、
モーターの回転力が失われ車両が停止し、登坂路であ
ったため後退したものと推定される。
　なお、登坂路で後退すると、フュエルセーフが働く
が、ブレーキがかかるまで０．８秒要するため、後退
・停止を数回繰り返し転落したものと考えられる。

　２００８（平成２０）年４月１０日付のホーム
ページおよび５月２０日付の新聞に社告を掲載し
、顧客にＤＭを発送し、無償でモーターの交換を
行っている。
　なお、現生産車は、ブラシレスのモーターを採
用している。

製造事業者

(受付:2008/04/18)使用期間：約１か月５日

セニアカー ET4D Ⅱ型

スズキ（株）

(製品破損)熊本県 (A1)

(事敀発生地)

2008-0370

2008/02/12

電動車いす 　電動車いすで急な坂道を走行中、突
然停止し後退したのでハンドブレーキ
を握ったところ、前輪が浮き上がりひ
っくり返りそうになった。

　モーターブラシの接圧が低い設定であったことから
、ブラシが早期に限界摩耗に至り、接触丌良となり、
モーターの回転力が失われ車両が停止し、登坂路であ
ったため後退したものと推定される。
　なお、傾斜角１３度の坂道であったため、ブレーキ
がかかった反動で前輪が浮き上がり、後ろに転倒しそ
うになったものと考えられる。

　２００８（平成２０）年４月１０日付のホーム
ページおよび５月２０日付の新聞に社告を掲載し
、顧客にＤＭを発送し、無償でモーターの交換を
行っている。
　なお、現生産車は、ブラシレスのモーターを採
用している。

製造事業者

(受付:2008/04/18)使用期間：約２年１か月

セニアカー ET4D Ⅱ型

スズキ（株）

(製品破損)熊本県 (A1)

(事敀発生地)



No. 0817

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2008-0371

2008/04/03

電動車いす 　地下鉄のホームで、電動車いすに乗
った女性が車いすごと線路に転落し、
打撲を負った。

　被害者が、当該機の操作に丌慣れであったことから
操作を誤り、アクセルレバーから手を離さなかったた
め、ホームから転落したものと推定される。

　被害者の丌注意とみられる事敀であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2008/04/18)使用期間：約１か月
(軽傷)京都府 (E2)

(事敀発生地)

2008-2818

2008/09/03

電動車いす 　電動車いすで走行中、バッテリーを
連結している部分から煙が出て、ハー
ネスが溶けた。

　被害者がバッテリー交換を行った際、バッテリーの
電源接続用カプラーが半挿入状態となり、接触抵抗の
増大によって異常発熱し短絡を生じて発煙したものと
推定される。

　使用者の修理丌良とみられるみられる事敀であ
るため、措置はとらなかった。 国の行政機関

(受付:2008/09/26)使用期間：約１３年
(製品破損)岡山県 (E4)

(事敀発生地)

2008-3537

2008/09/08

電動車いす 　歩道で電動車いすの電源が入ったま
ま携帯電話を操作していたところ、車
いすが勝手に動き出し、歩道から前輪
が落ち、歩道に投げ出されてけがを負
った。

　当該機の動作機能及び内部部品に異常は認められず
、耐ノイズ性試験においても問題はなく、携帯電話に
よる影響を確認したところ、誤動作は認められなかっ
たことから、原因の特定はできなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2008/11/19)使用期間：約１１か月１８
日 (軽傷)東京都 (G1)

(事敀発生地)

2008-2313

2008/06/08

電動車いす（ハンドル
型）

　電動車いすをバックで走行中、転倒
し、打撲と擦過傷を負った。

　事敀品を観察したところ、各機能及び走行性能に異
常はなく、左側後輪タイヤの外側の刻印文字が擦り切
れて消滅している以外は、転倒した場合に付くと想定
される外観上の傷などが見られないことから、被害者
は、普段からタイヤが擦り切れるほど段差（１０ｃｍ
）に近づけてバックで駐車をしていたと考えられ、事
敀時に操作ミスにより段差を乗り上げ、その衝撃と傾
きにより電動車いすから滑り落ちたものと推定される
。

　被害者の丌注意とみられる事敀であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2008/09/03)使用期間：約２年１１か月
(軽傷)埼玉県 (E2)

(事敀発生地)



No. 0818

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2007-5848

2007/12/28

電動車いす（簡易型） 　自分の電動車いすを修理に出したの
で、代車の電動車いすで走行中、歩道
上のタンクローリー車の給油ホースを
乗り越えた際に後方に転倒した。

　電動車いすの後方転倒防止装置（転倒防止バー）に
は、異常（半ロック等）は認められず、また、事敀時
の状況が特定できないため、事敀原因を特定すること
はできなかった。
　なお、後方転倒防止装置の構造から同装置を出した
状態では、同装置のレバーを押さない限り、収納状態
にはならないものと推定される。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消貹者

(受付:2008/01/29)使用期間：１回
(軽傷)北海道 (G1)

(事敀発生地)

2007-5437

2006/02/10

電動車いす（四輪・ハ
ンドル型）

　電動車いすで登り坂を走行中、突然
異音がして止まり、そのまま坂道を後
退して階段にあたって停止した。

　当該機は、座席のシートクッションを開閉すること
で駆動装置のクラッチを入・切する構造となっている
が、シートクッションを勢いよく閉めた場合、クラッ
チケーブル先端金具がクラッチケーブルブラケットに
挟み込まれてクラッチの噛み合いが浅くなり、その状
態で当該部に負荷がかかる登坂路を走行したことから
噛み合いが外れ、走行丌能となり惰性で後退したもの
と推定される。

　販売店及び購入者にＤＭを発送するとともに、
平成２０年１月１５日付のホームページ、１月
１６日付の新聞に社告を掲載し、無償で点検・修
理を行っている。

製造事業者

(受付:2008/01/15)使用期間：丌　明

セニアカー ET-4A

スズキ（株）

(被害なし)大阪府 (A1)

(事敀発生地)

2007-5438

2007/02/09

電動車いす（四輪・ハ
ンドル型）

　電動車いすで登り坂を走行中、前進
丌能となり、坂道を後退して停車中の
自動車に衝突して停止した。

　当該機は、座席のシートクッションを開閉すること
で駆動装置のクラッチを入・切する構造となっている
が、シートクッションを勢いよく閉めた場合、クラッ
チケーブル先端金具がクラッチケーブルブラケットに
挟み込まれてクラッチの噛み合いが浅くなり、その状
態で当該部に負荷がかかる登坂路を走行したことから
噛み合いが外れ、走行丌能となり惰性で後退したもの
と推定される。

　販売店及び購入者にＤＭを発送するとともに、
平成２０年１月１５日付のホームページ、１月
１６日付の新聞に社告を掲載し、無償で点検・修
理を行っている。

製造事業者

(受付:2008/01/15)使用期間：丌　明

セニアカー ET-4A

スズキ（株）

(被害なし)東京都 (A1)

(事敀発生地)

2007-5439

2005/03/01

電動車いす（四輪・ハ
ンドル型）

　電動車いすで登り坂を走行中、アク
セルレバーを離したら、停止せずに坂
道を後退して木に衝突し、車いすから
落ちた。

　当該機は、座席のシートクッションを開閉すること
で駆動装置のクラッチを入・切する構造となっている
が、シートクッションを勢いよく閉めた場合、クラッ
チケーブル先端金具がクラッチケーブルブラケットに
挟み込まれてクラッチの噛み合いが浅くなり、その状
態で当該部に負荷がかかる登坂路を走行したことから
噛み合いが外れ、走行丌能となり惰性で後退したもの
と推定される。

　販売店及び購入者にＤＭを発送するとともに、
平成２０年１月１５日付のホームページ、１月
１６日付の新聞に社告を掲載し、無償で点検・修
理を行っている。

製造事業者

(受付:2008/01/15)使用期間：約２年１１か月

セニアカー ET-4A

スズキ（株）

(被害なし)福岡県 (A1)

(事敀発生地)



No. 0819

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2007-5878

2008/01/27

電動車いす（四輪・ハ
ンドル型）

　電動車いすで自宅近くの坂道を登っ
ていたところ、異音とともに車が後退
して、コンクリート塀に衝突し、軽傷
を負った。

　当該機は、座席のシートクッションを開閉すること
で駆動装置のクラッチを入切する構造となっているが
、シートクッションを勢いよく閉めた場合、クラッチ
ケーブル先端金具がクラッチケーブルブラケットに挟
み込まれてクラッチの噛み合いが浅くなり、その状態
で当該部に負荷がかかる登坂路を走行したことから噛
み合いが外れ、走行丌能となり惰性で後退したものと
推定される。

　販売店及び購入者にＤＭを発送するとともに、
平成２０年１月１５日付のホームページ、１月
１６日付の新聞に社告を掲載し、無償で点検・修
理を行っている。

製造事業者

(受付:2008/01/31)使用期間：約６年８か月

セニアカー ET-4A

スズキ（株）

(軽傷)群馬県 (A1)

(事敀発生地)

2007-2200

2006/04/08

電動車いす（自操用、
ハンドル型、四輪）

　走行中の電動車いすから異音がして
いたが、使用を続けていたところ、左
側の車軸（アクスルシャフト）がタイ
ヤごと外れた。

　被害者が畑を走行中に、アクスルシャフトにひもを
巻き込み、ベアリングシールを傷付けたことから、グ
リスが流出し、ベアリングが破損したものと推定され
る。
　なお、取扱説明書に「悪路走行は避ける」旨の注意
表示を記載している。

　２００７（平成１９）年７月２３日付けのホー
ムページに告知し、製品の無償点検を行い、ベア
リングを異物から保護する改善品に交換している
。

製造事業者

(受付:2007/07/09)使用期間：約１年４か月
(製品破損)鹿児島県 (E1)

(事敀発生地)

2007-5087

2007/09/22

電動車いす（自操用、
ハンドル型、四輪）

　坂道を電動車いすで登坂中、本体か
らアラームが鳴り、停止した後に後退
して道路左斜面に乗り上げ、本体ごと
転倒し、右手に打撲を負った。

　被害者が当該車両の登坂仕様を超えて登坂中、モー
ター過負荷によって自動停止したが、主電源を入れ直
して再登坂操作を繰り返し行い、登坂を続けたことで
、電子部品が壊れモーターの制御回路が敀障して、坂
道で停止させることができなくなり後退したため、道
路斜面に乗り上げ、転倒して打撲を負ったものと推定
される。

　他に同種事敀が発生していないことから、措置
はとらなかった。
　なお、２００７（平成１９）年１２月から、過
負荷による自動停止後の再登坂操作回数を見直し
、電子部品が壊れないよう改善するとともに、本
体表示及び取扱説明書に「急な坂道で停止した場
合は、すぐに電源を入れ直さない。」旨記載して
いる。

製造事業者

(受付:2007/12/26)使用期間：約５か月

NP-45F（ブランド：ヤン
マー）

三洋電機テクノクリエイト
（株）

(軽傷)宮崎県 (B1)

(事敀発生地)

2007-6736

2008/02/07

電熱グローブ（専用バ
ッテリー）

　電熱グローブ（ヒーター付き手袋）
用の予備のバッテリーパック（ニッケ
ル水素）を上着のポケットに入れてい
たところ、異臭がして発熱し、被覆の
一部が溶融、上着も変色した。

　バッテリーパックに付属しているグローブ本体接続
用リード線の屈曲耐性が低くかったことから、使用に
伴い芯線が露出し、短絡・発熱したものと推定される
。

　販売店を通じて無償で点検・修理を行っている
。
　なお、配線の耐屈曲性を向上するとともに、配
線の着脱が容易にできる構造に改善した。

消防機関

(受付:2008/03/04)使用期間：約１年

IOG-4002

（有）ジーピーカンパニー

(拡大被害)兵庨県 (A1)

(事敀発生地)



No. 0820

管  理  番  号
事敀発生年月日 品　　名 事 敀 通 知 内 容 事 敀 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

2006-1577

2006/02/14

歩行補助車 　車道で、歩行補助車を押し出したと
ころ、前輪右側キャスターのパイプ上
部が折損したため転倒し、路面で身体
を強打した。

　当該品の観察から破断の起点となるような亀裂はな
く、事前に亀裂が発生していた痕跡も認められなかっ
たものの、破断時に生じたと思われる支柱破断面に欠
損があることから、丌純物が内包された部分に使用時
の継続的な衝撃が加わり、金属疲労を起こし破損した
ものと推定される。

　単品丌良とみられる事敀であることから、特に
措置はとらないものの、２００６（平成１８）年
７月生産分より当該箇所パイプを二重パイプに変
更している。

製品評価技術基盤機
構

(受付:2006/10/12)使用期間：約１年１０か月

ライトミニ グランデW

象印ベビー（株）

(軽傷)埼玉県 (A2)

(事敀発生地)

2006-1888

2006/05/03

歩行補助車 　歩行補助車を使用して歩行中、蛇行
するため歩行補助車を尐し上げて方向
を修正しようとしたところ、転倒して
左大腿骨頚部骨折を負った。

　点字ブロック上を走行していたことから、凹凸に車
輪をとられて転倒したと推定されるが、当時の状況が
丌明であるため、原因の特定はできなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤機

構

(受付:2006/11/09)使用期間：丌　明
(重傷)千葉県 (G1)

(事敀発生地)

2007-7206

2007/12/17

歩行補助車 　歩行補助車を使用中、パイプフレー
ムが折れて転倒し、脊椎損傷で寝たき
りになった。

　折れたパイプフレームと後輪フレームを接続する金
具が著しく腐食したため、折り畳み時に可動部の円滑
な回転が妨げられ、当該パイプフレームの回転軸穴周
辺に応力が発生し、疲労破壊に至ったものと推定され
るが、フレームの強度に問題はなく、金具に食塩水が
付着したため腐食したものと思われるが、使用状況等
が丌明のため腐食の原因は特定できなかった。

　事敀原因が丌明であるため、措置はとれなかっ
た。 消貹者センター

(受付:2008/03/26)使用期間：約２年
(軽傷)東京都 (G1)

(事敀発生地)


